
県立高等技術専門校の整備・運営について 
～社会情勢と高等技術専門校～ 

現在の社会情勢 

①高等技術専門校への入校・就職率推移 
 →入校率の低下の一つに，ものづくり離れがあると考えられる。 
  今後，入校率向上の取り組みが必要である。 
  就職率は高等技術専門校の強みとして維持・向上が必要である。 

①若者のものづくり離れ 
 →国の「ものづくり白書」で若者のものづくり離れが指摘されてお
り，さまざまな取り組みが行われている。 

専門校の現状 

③新規高卒者の高い離職率 
 →平成２６年に厚労省から発表された 
新規高卒者の３年以内の離職率は３９．６％である。 

③入校者の構成割合の変化 

 →近年，新規高卒者以外の離職者等の入校者 

  の割合が増えている。 

②県内に５校の高等技術専門校を設置 

 →入校率が低下しているが，近隣の市町村出身者が比較的多い。 

  地域の若者が地元で学べる環境を整えることが重要である。 ②沿岸部の人口流出状況ならびに有効求人倍率の推移 
 H23.3.1-H27.7.1における地域の社会・人口増減を下記に示す 
→推計人口では，東日本大震災前と比較し，社会減の多い地域は 
  沿岸部に集中している。 

④技能者の高齢化（後継者不足） 
 →平成２２年度に行われた国勢調査によると，ものづくりに 
  関する業種の中で，特に生産工程従事者や建設・採掘 
  従事者の高齢化が著しい。 

地域 社会増減 人口増減

1 石巻市 ▲ 7,277 ▲ 14,428

2 気仙沼市 ▲ 4,097 ▲ 7,646
3 山元町 ▲ 2,861 ▲ 4,064
4 南三陸町 ▲ 2,568 ▲ 3,796
5 女川町 ▲ 2,157 ▲ 3,266
6 東松島市 ▲ 1,787 ▲ 3,137

⑤復興需要を背景とした雇用のミスマッチ 
 →宮城労働局から公表されている求人・求職バランスシート 
  によると，一部の職種において雇用のミスマッチが 
  おこっている。  

 →東日本大震災後，被災地では高い有効求人倍率になっている。 
  震災後の石巻・気仙沼の有効求人倍率の推移を下記のグラフ 
  に示す。 

 資料３－２ 

校・全体数 近隣市町村 人数 割合

岩沼市 6

村田町 1

川崎町 2

角田市 3

蔵王町 1

白石市 4

大河原町 3

柴田町 5

小計 25

仙台校
（１５９）

仙台管内 84.0%

大崎市 11

栗原市 4

加美郡 2

登米市 3

小計 20

石巻市 23

東松島市 4

女川町 1

小計 28

気仙沼市 25

南三陸町 3

小計 28

石巻校
（４８） 58.3%

気仙沼校
（３０） 93.3%

白石校
（５９） 42.4%

大崎校
（２４） 83.3%

＊平成２７年度の在校生における近隣の出身地別を示す。 

④在職者訓練の受講率の推移 

 →近年の在職者訓練の推移を示す。 

  企業の社員教育支援として魅力あるコースを設定 
  し，受講者数を増やしていく必要がある。 

⑤委託訓練の入校率・就職率の推移 

 →雇用のミスマッチ解消のため，多種のコースを設定し，入校率・ 

  就職率を上げていく必要がある。 

  出典：宮城県統計課 

出典：厚生労働省 ２０１４年版ものづくり白書「概要」 

  出典：宮城労働局 

震災前の有効求人倍率　月平均
H21 H22 H23

石巻 0.44 0.44 0.53
気仙沼 0.42 0.5 0.37


